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１．トランボの「ムショ入り前の一仕事」
　1947 年 10 月 20 日開催の合衆国下院非米活動調査委
員会（House Committee on Un-American Activities，通
称 HUAC）に召喚された，当時のハリウッド映画を代
表する脚本家の一人であるダルトン・トランボは，その
第一回聴聞会での証言を拒否したことによって議会侮辱
罪で訴追され，裁判の結果実刑判決を受け，1950 年 6
月ケンタッキー州の刑務所に収監される。その３年後に
公開された『ローマの休日』（1953）は，当時その脚本
家のクレジットとしてイアン・マクラレン・ハンターの
名前を挙げていたが，実際は同業者であり友人でもあっ
たハンターの名前をいわゆる「フロント」として借りた
だけの実質的なトランボの手によるオリジナル・シナリ
オであるということは，今やよく知られている事実であ
る。ハリウッドの「赤狩り」時代に，いわゆる「ブラッ
クリスト」入りし，映画業界から締め出されて仕事を失っ
た脚本家たちが，このような「フロント」や存在しない
架空の人物の偽名を使って仕事を継続していたというこ
とも，ハリウッド映画史のこの特異な時期における常識
にもなっている。『ローマの休日』は，トランボが
HUACに召喚されてから刑務所に収監されるまでの間

に，主に金銭的な理由のために急遽仕上げた「ムショ入
り前の一仕事」（上島 298）として知られているが，そ
のような状況の中で執筆された脚本であるにもかかわら
ず，その映画化作品は一定の水準を維持しているどころ
か，現在のなお多くのファンを持ち，長く愛され続けて
いるという点で，トランボの「ブラックリスト」時代を
代表する作品となっている。
　本論では，そのような厳しい条件のもとで書かれた脚
本の映像化作品である『ローマの休日』が，どのような
経緯を経て製作されたのか，またロマンティックかつコ
ミカルな要素を持つこの作品が今だに多くのファンを引
き付け続ける魅力は何なのか，さらにトランボが自分の
置かれた状況をその作品にどのように反映させているの
か，について明らかにしようとするものである。

２．映画化に至るまでの製作の経緯
　トランボの手による『ローマの休日』のオリジナル脚
本は，1948 年に独立プロダクションの「リバティー・フィ
ルムズ」に所属していたフランク・キャプラ監督の新作
として企画されたものだった。（上島 291）既に「ブラッ
クリスト」入りしていたために，自分の名前を出すこと
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ができなかったトランボは，前述のようにイアン・マク
ラレン・ハンターを「フロント」にして，この脚本をキャ
プラに売り込む。しかし，「リバティー・フィルムズ」
の経営が行き詰まったこともあり，この企画は中止と
なってしまう。しかし，この中止の理由は，製作会社の
経営難だけではなかった。第二次大戦以前には『スミス
都へ行く』（1939）などの一連の「人民喜劇（populist 
comedy）」と呼ばれる作品群によってリベラルな作風で
鳴らしていたキャプラは，戦後急速に保守的な立場に変
更していくのだが，彼はハンターという「フロント」の
背後にトランボがいることに気づき，トランボのような
「ブラックリスト」に挙げられていた映画人に関わるの
を嫌がったのではないか，というのである。（上島 294）
「ブラックリスト」が，トランボのような有名脚本家の
仕事にも大きな影響を与えていたことの証左であり，彼
ほどの脚本家の作品でなければ，この企画は完全に放棄
されていたかもしれない。しかし，この脚本は「リバ
ティー」崩壊後に，大手スタジオのパラマウントに譲渡
される。その後，キャプラとともにかつて「リバティー・
フィルムズ」に所属していたウィリアム・ワイラー監督
にこの企画が委ねられ，映画化が進んでいく。
　しかし上島によれば，そもそもなぜこの脚本＝企画が
リバティーのキャプラ監督に対して売り込まれたのか，
についてははっきりわかっていないという。一つの可能
性として上島が提示しているのは，以下のような解釈で
ある。『ローマの休日』は，王女が自分の仕事の退屈さ・
不自由さから逃げ出し，ローマの街で偶然新聞記者の男
性に出会うところから始まる冒険の物語である。そして，
目の前の女性が王女と気づいた新聞記者は，スクープと
その報償金のために，彼女の一日だけの冒険に付き合う
のだが，やがて二人は恋に落ちる。この物語は，キャプ
ラ監督の大ヒット作『或る夜の出来事』のプロット，つ
まり，富裕階級の甘やかされた娘が，彼女の結婚を反対
する父親のもとから逃げ出し，婚約者のところへ向かう
途中で新聞記者に出会い，旅の途上での対立にもかかわ
らず二人は恋に落ちてしまう，という話とよく似ている。
つまり，トランボは，様々な設定の違いはあるものの，『或
る夜の出来事』の「焼き直し」とも言える『ローマの休
日』を書き，それをキャプラに提示することで，この企
画を受け入れやすくする，そのことで確実な収入を得ら
れる，と想定していたのではないか，と言うのである。（上
島 296）
　このような解釈は，トランボが収監される前に必要と
していた収入をどうしても手に入れたかったという事情
を考慮すれば，十分に説得力を持つものであろう。問題
は，この二つの作品の間の類似点がどのように映画テク
ストとして具現化しているのかを明らかにする必要があ

るということである。以降，この二つの作品を具体的に
比較しながら，『ローマの休日』がいかにその先行作品
を参照しながらも，独自の魅力を放ち続けているのか，
について議論してみたい。

３．�「スクリューボール・コメディ」から「シンデレラ・
ストーリー」へ

　『ローマの休日』は，どのような点で『或る夜の出来事』
の「焼き直し」なのか。あるいは，後者を土台としてそ
の系譜につながる要素を持ちながら，どのようなオリジ
ナリティを作り出そうとしているのか。
　まず『或る夜の出来事』が「スクリューボール・コメ
ディ」と呼ばれるジャンルの典型とされてきたことに注
目しておく必要がある。「ロマンティックなカップルの
恋の刺激的な戯れを呼び物にし，1930 年代にハリウッ
ドで普及したコメディ（喜劇）映画」として定義される
このジャンルでは，カップルの一方は，「全く道化じみ
た自由な精神」を持っており，もう一方は，「典型的に
は職業人」であるとされる（ブランフォード他，177）『或
る夜の出来事』の場合，前者が甘やかされた富豪の娘エ
リーで，彼女は結婚を反対されたのを理由に父親のもと
から逃走し，マイアミから婚約者のいるニューヨークへ
と向かう。後者は，スクープを狙ってエリーに同行し，
やがて恋に落ちる新聞記者のピーターということにな
る。この図式を『ローマの休日』に対応させると，王室
の義務から逃げ出し，「アーニャ」という名前の一般人
に扮してローマの街を一日冒険するアン王女と，その冒
険に付き合いながら，相手の正体を知っていることと自
分の職業とを隠しながら，スクープ記事を狙っている新
聞記者のジョーとが，このカップルとなる。この二人の
人物の設定は，確かに「スクリューボール・コメディ」
のジャンル慣習に則ってはいるのだが，『ローマの休日』
が公開された 1950 年代においては，既に流行ジャンル
としての勢いを失っていたこのジャンルの装いを『ロー
マの休日』がそのまま身にまとうということは難しかっ
ただろうと推測できる。したがって，『ローマの休日』
にとっては，このジャンルの設定を利用しつつも，どう
やってそのジャンルの拘束から自由になれるかが焦点と
なる。
　『ローマの休日』自体は，ジャンルのラベルとして，「ス
クリューボール・コメディ」というより，それを含むよ
り包括的な「ロマンティック・コメディ」と呼んだ方が
ふさわしいかもしれない。「異性愛のカップルおよびそ
の関係のなかで生じるユーモラスな誤解に焦点を当てる
コメディの一形式」（ブランフォード他，402）と定義さ
れるこのジャンルは，現在では同性愛者を含む多様な性
的指向を持つカップルをめぐる物語へと拡大されること

Akita University



− 63 −

で，より現代的なヴァージョンを生み出し，今もなお生
きながらえている。「スクリューボール・コメディ」の
設定を持ちながらも「ロマンティック・コメディ」へと
拡大しずれを含んでいく『ローマの休日』が，『或る夜
の出来事』から離れていくその要素とは何なのか。それ
は，『或る夜の出来事』において「富豪の娘」であった
ものが，「王女」へと変更されているということである。
いずれも「上流階級」とひとくくりにされてしまうこと
の多いこの両者は，カップルの一方がともに新聞記者の
ままであることを考えると，そこには明確な差異が含ま
れていると考えざるを得ない。
　貧しい境遇の女性が王子に見初められて王女へと上昇
していくパターンの物語は「シンデレラ・ストーリー」
と呼ばれるが，『ローマの休日』では王女から一般市民
へと真逆のルートをたどっていることから，「逆シンデ
レラ・ストーリー」ということになる。しかし北野によ
れば，「シンデレラ・ストーリー」にとって重要なのは，
異なる階級・身分の間を移動し，それによってたとえそ
れがつかの間であっても充実感あるいは自己実現をする
ということであって，階級間の移動の方向が上昇である
か下降であるかではない。（北野 76-79）したがって，
『ローマの休日』を「シンデレラ・ストーリー」の「一ヴァー
ジョン」とみなすことは，『或る夜の出来事』との大き
な差異ととらえることができるだろう。エリーが婚約者
との結婚式当日にウエディング・ドレスのまま走り出し
てピーターのところへ向かうという結末を「シンデレラ・
ストーリー」と呼ぶことは困難だからである。
　「階級差のある男女の恋」というプロットは，「王女」
という存在の登場によって，より「シンデレラ・ストー
リー」との親和性が増すことになり，そのことが『ロー
マの休日』が『或る夜の出来事』との差異を際立たせる
ことになる。それは，階級間の移動の格差が拡大すると
いう意味で，「ファンタジー性」あるいは「ロマンティッ
ク性」が増大するということでもある。とすれば，アン
王女が最後の記者たちとの会見の際に垣間見せる「内的
葛藤」が暗示する「純粋さ」には，「正しいもの，侵し
てはならないもの，善なるものと，美しいものとが，一
体化したようなイメージ」が見て取れるという北野の指
摘は十分な説得力をもつ。（北野 75）言い換えればそれ
は「メロドラマ性」が増すということでもある。つまり，
そこには「メロドラマ」特有の「崇高さ」があり，それ
が『或る夜の出来事』からの隔たりを示しているという
ことになる。そして，これはトランボが『ローマの休日』
に付け加えた大きな改変とも言えるだろう。

４．「高潔さ」というテーマ
　『或る夜の出来事』と『ローマの休日』をつなぐもう

一つの共通要素は，登場人物に見られる「高潔さ」とい
う点である。『或る夜の出来事』から見てみよう。新聞
記者ピーター・ウォーンは，父親から逃げ出したエリー
の動向，そして彼女と婚約者との行く末についてのス
クープ狙いのために彼女の旅に同行する。いわば「密着
取材」によって彼女の行動を記事にしようというわけで
ある。そして，その記事を提供する編集者とのやりとり
から分かるように，ピーターはそのスクープによって一
定の報酬を受け取るという約束をしている。また，エリー
を無事父親のもとに送り届けるという役割を果たすこと
で，その父親から相当額の懸賞金を受け取ることもでき
る。このことから，ピーターの行動の主な動機づけは，
金銭的な見返りを求めてのことだと言える。そうした動
機づけは，ピーターがエリーに対してとっている適切な
「距離感」，つまり二人の感情的なレベルにおける必要以
上の接近を回避することへの正当化することにもなって
いる。二人は階級差に基づく生活スタイルや価値観の違
いをめぐって何かと口論のきっかけを作り出し，ことあ
るごとに対立しあっているのだが，これは二人の間に金
銭のやりとりを介在させることで，一定の「距離感」を
維持しようとする狙いがあるのだとすれば，きわめて合
理的である。
　こうした「距離感」を最も視覚的に表現しているのが，
いわゆる「ジェリコの壁」である。旅の途中，二人は夫
婦と偽ってモーテルの同じ一つの部屋に宿泊するのだ
が，実際には二人のベッドの間にロープにかけた毛布に
よって仕切り壁を作り，それが二人の間の距離を縮めか
ねないあたりに漂いかける性的なニュアンスを遮断する
役割を果たしている。もちろんこれは，当時ハリウッド
映画においてその効力をより厳格にすることを求められ
ていた「プロダクション・コード」（この場合は結婚し
ていない男女が同室で一夜を共にすることへの規制）の
順守の態度から導き出されてきた設定ではある。しかし
興味深いのは，二人の間に金銭のやりとりを介在させる
ことで感情的な関係が複雑化していくことを遠ざけ，そ
れを「ジェリコの壁」によって視覚化するという試み，
つまり「プロダクション・コード」によって要請された
二人の性的な結びつきを規制するという表現は，そうし
た規制が強くなればなるほど，それが不可視化しようと
する性的なニュアンスは増大してしまう，という点であ
る。例えば，「ジェリコの壁」があることを口実にして，
ピーターは夜寝る前に服を着替えるのだが，その際に
シャツを脱いで裸体を画面上にさらす。壁によってその
姿はエリーから隠され，そこから性的なニュアンスはは
ぎ取られているはずなのだが，クラーク・ゲーブル扮す
る男性の裸の性的な魅力は画面からあふれんばかりにこ
ぼれだしてしまうのである。
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　このような二人の間の性的な惹かれ合いが暗示されて
も，さらに二人の間の恋愛感情が確認されたた後でも，
「ジェリコの壁」は映画の最後まで決して崩れ落ちるこ
とはない。「ジェリコの壁」は，ピーターの，あるいは
エリーの，お互いの性的な魅力に容易には屈することが
ないという「潔癖さ」を象徴する視覚的なモチーフとなっ
ている。さらにこの「潔癖さ」，あるいは恋愛に関する
厳格な「倫理」とも言えるものは，最終的にピーターが
エリーの父親から懸賞金を受け取ることを拒み，旅の過
程で実際にかかった費用しか請求しないという点にも現
れている。最初は金銭の獲得によって動機づけられてい
た行為は，あっさりとエリーへの恋愛感情に道を譲り，
まるで最初から金銭の問題がそこには存在しなかったか
のような，ある種の「倫理観」が突如として姿を現して
くる。エリーの記事を書くことによる収入も最終的には
断念するということから考えると，ピーターはつまると
ころただエリーへの愛情とそれに対する誠実さを見せて
いることになるわけで，そこにはおのれの倫理的基準あ
るいは理想を順守しようとする点において，ある種の「高
潔さ」が維持されていると言えるだろう。

５．「性的なニュアンス」の否定
　一方『ローマの休日』においても，「高潔さ」というテー
マは反復されている。『或る夜の出来事』でカップルの
間に性的なニュアンスの磁場が発生するのと同様に，
『ローマの休日』においても，ジョーとアンの間には性
的な緊張感が醸し出される場面が何回となく登場する。
二人はそれらの場面のことごとくにおいて，そうした性
的な力に屈することを回避し，そのことによって二人の
関係の「高潔さ」を強調しようとしているかのようだ。
　たとえば，アン王女がジョーのアパートにやってきて，
鎮静剤の効果で朦朧としたまま彼のベッドで眠ろうとす
ると，ジョーは彼女を近くにあったカウチの方へと半ば
乱暴に移動させる。このシーンは全体としてコミカルな
雰囲気で演出され，性的なニュアンスをできるだけはぎ
取ろうとはしている場面なのだが，アン王女がジョーに
借りたパジャマを着ているということもあって，完全に
そうしたニュアンスが払拭されているわけではない。そ
もそもベッドに寝るのかカウチに寝るのかといういわば
「寝場所の争奪戦」それ自体が，二人の距離が危険なま
でに接近していることの証左なのだから，そこに性的な
匂いを嗅ぎとらない方が難しいとも言える。
　また，アン王女はジョーの部屋で二度シャワーを浴び
るのだが，そのうちの一つは，サンタンジェロ城でのダ
ンスパーティーで彼女の国の秘密警察の男たちとの「大
乱闘」の結果，近くの河に飛び込み，水から上がった後
にキスを交わし，そのままジョーの部屋に戻ってきた時

に登場する場面である。河やシャワーの水に濡れること
は衣服を着替えることと結びつき，そこには画面上では
描かれない裸の姿が連想され，当然そこには性的な磁場
が発生する。しかし，そうした性的な魅力に屈すること
なく，ジョーもアンも二人の関係の「高潔さ」を維持す
ることに成功する。このように，性的なニュアンスの登
場とその否定の繰り返しは，二人の関係の「純潔さ」＝
「高潔さ」を強調するために行なわれる。

６．「断念」と「高潔さ」
　もちろん「高潔さ」というテーマは，いつも性的なも
の結びついているわけではない。王室の一員が果たすべ
き外交に関わる仕事に退屈していたアン王女は，ローマ
での一日の冒険の後，最終的に王室の仕事を務めること
への義務感に目覚め，その「高潔さ」を維持する。その
ためには可能性としてあり得たかもしれないジョーとの
関係を「断念」するという行為が前提とされており，自
らの欲望をそのように「断念」するということこそが，
その「高潔さ」をより高みに押し上げている。ジョーと
別れ，大使館に戻ってきた後の従者たちに対するふるま
い方や，翌日の記者会見でひとり記者たちの前に屹立と
して立ち自信に満ち溢れた態度での接するところなど
は，彼女がそのように「高潔さ」の高みへと昇りつめ，
明らかな変身したことを明確に物語っている。
　一方でジョーも，アン王女と過ごした１日をスクープ
記事にすることを最終的には「断念」する。そしてその
記事によって得られるはずの収入も結果的に放棄する。
その理由の最大のものは，二人の間に作られてしまった
秘密を守ること，芽生えた愛情を「友情」として一生大
事にするという決意である。このようにジョーは，アン
王女の責任感と義務感に対応するように，自らの「高潔
さ」を維持しようする。
　二人の間に芽生えた「愛情」「友情」そして「連帯」
について，吉村は以下のように分析している。この映画
が公開された当時，アメリカ社会，特に「ブラックリス
ト」が作り出した恐怖や猜疑心が蔓延していたハリウッ
ドの映画業界は，「裏切りの時代」であり，「おおげさな
言葉が渦巻いていても人間は信頼関係を欠いており，そ
れとは裏腹に，人と人との関係はあたたかみを失ってい
る」。（吉村 206）そのような時代において，ジョーとア
ン王女の間に芽生えた「愛情」は，立場上はそれをおお
やけにすることができないものであるが，「友情」とい
う名のもとに，お互いの秘密を守りそれを大事に胸のう
ちにしまっておくことで，お互いの立場を尊重しようと
する。いわばここでは二人は「仲間」あるいは「同志」
であり，敵対的な社会の眼差しに対して「連帯」し，共
同で立ち向かおうとする。たとえ二人が今後歩む道筋が
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別々のものであっても，そのような「連帯」意識は一生
続くものだと信じることができる。つまり，「裏切りの
時代の友情と信頼の姿は何にもまして美しい」（吉村
207）のである。
　ジョーとアン王女の行動と態度に見られる「高潔さ」
は，直接的には『或る夜の出来事』に含まれていた要素
を受け継いだものである。トランボの脚本には，そのエッ
センスを巧みに継承しつつ，時代の要請と変化に対応さ
せながら，『ローマの休日』という新しい器の中に流し
込んでいったと言えるだろう。そしてもちろんそこには，
当時のトランボ自身が置かれていた境遇に対する彼なり
コメントが含まれていることもまた確かであろう。最後
にその点について触れたい。

７．トランボの「ブラックリスト」への反撃開始
　前述の吉村は，『ローマの休日』の映画作品としての
成功を，おおむね監督のウィリアム・ワイラーの貢献に
よるものだとして論じている。（吉村207）それまでの「作
家性」の強いスタイルを一時的に放棄したかのような演
出方法によって，娯楽作品としての立ち位置を維持しつ
つも，ハリウッドのリベラル派として，左翼的なトラン
ボの脚本を採用し，その意図すると思われるところを逃
さずにとらえる職人監督としての仕事には確かに見事な
ところがある。
　その一方で，トランボがこの仕事を，手っ取り早い収
入源を求めていた「ブラックリスト」時代の作品として，
商業主義的な観点から見た場合の「娯楽作品」へと成立
させていると同時に，その「ブラックリスト」に対する
反発，さらには「赤狩り」の時代に対する抵抗の意志，
をこの作品の中に込めていたこともまた確かである。そ
うした反骨精神が，この作品の底流部分でその生命を長
く持続させるのに貢献していると言えるだろう。
　「高潔さ」「友情」「連帯」というテーマは，「ブラック
リスト」時代の作品に関わらず，トランボの仕事にとっ

て最も根本的な主題だった。その「高潔さ」とは，自ら
の信条に忠実であること，決して「仲間」を裏切らず「連
帯」することを厭わないこと，そして，権威や抑圧に対
しては明確な対抗姿勢を隠さないこと，を意味していた。
その意味で，『ローマの休日』はトランボ自身の生き方
の「寓話」として読むことができる。
　『ローマの休日』の後，１年の刑務所収監の時期を経て，
トランボの「ブラックリスト」時代は続き，その闘いは，
1960 年の『スパルタカス』と『栄光への脱出』におい
て彼の名前が正式に脚本家としてクレジットされ，「ブ
ラックリスト」が有名無実化するまで続くことになる。
『ローマの休日』はその「ブラックリスト」に対する彼
の反撃の始まりを告げる作品となったのである。
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